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大気海洋結合モ デル による季節予測実験における

エ ル ニ ー ニ ョ現象後の イン ド洋海面水温の 上 昇

＊ 安田 珠幾（気象研）
・高谷 祐平（気象庁気候情報）

・松本 聡 （気象研）

1，はじめに

エ ル ニ
ー

ニ ョ現象がピー
クとなっ た後の 春から夏 に か けて、

イン ド洋の 海盆規模で海面水温が上昇することが知られ て

い る（Xie　et　al，2008）。 気象庁と気象研究所で実施した大気

海洋結合モデル による季節予測実験で は、夏季西太平洋大

気場の予測精度が高く、これはイン ド洋の海面水温 と関係

があるこ とが示唆された （平原ほか、2008）。こ のように、夏

の イン ド洋昇温メカニ ズムを明らか にすることは 、 日本の季

節予測にとっ て重要である。
エ ル ニ ーニ ョ現象後の イン ド洋

の昇温メカニ ズム につ い て、Du　etal．（2009）は、エ ル ニ ー

ニ ョに 伴う東風偏差によっ て 励起された深い （downwelling）

ロス ビー波が南西イン ド洋 の海面水温を上 昇させ 、さらに大

気海洋相互作用により北イン ド洋の 海面水温が上 昇するこ

とを示 した 。 本研究で は 、エ ル ニ ーニ ョ現象後の イン ド洋昇

温 に着目して 、大気海洋結合モ デ ル に よる季節予測実験結

果を解析した。
2 ．予

魅1シス テ厶 と　　 沮

気象庁と気象研究所 で 開発された エ ル ニ ーニ ョ 予測 シ ステ

厶 （Yasuda　et　al．2007）を使用して実施された季節予測実

験結果を使用 した。本ジス テム は、気象庁エ ル ニ ーニ ョ予測

シ ス テ ム として 現 業運用され て い る。大気海洋結 合モ デル

は、気象庁統一全球大気モ デル と気象研究所共用海洋大循

環モ デル （MRI．COM ；石川ほか 2∞ 5）で構成され 、解像度

は大気TL95L40 （水平約200   ）、 海洋 1°

（赤道域で 南 北

0．3°）50層 で ある。季節予測実験は、1979−2006年の 1，4，7，
10月末5日間の 00Z

，
12Zを初期値（10メン バー

）として 7ヶ 月

予測 を行 っ た 。初期 値 として 、大 気再 解 析 デ ータ

（JRA25ZJCDAS）による大気初期値と、気象研究所海洋デ
ータ同化シス テ厶 （MOVE −（bl　MRI．COM ；Usui　et　al．2006）
による海洋初期値を使用した 。

3．エ ル ニ ・一ニ ョとインド
’
　　 水温の

回帰を示す。冬季 に は、エ ル ニ ーニ ョに 伴う東風偏差 に よっ

て 励起され た正 の 風 応力cu肛図 2b ）が、南イ ン ド洋で 深 い

ロ スビー
波を励起する。この ロ ス ビー波は 10Sに沿っ て 西方

伝播し、南西イン ド洋で海面水温を上昇させ る（図2a ）。また、
エ ル ニ ーニ ョ現象が衰退する春季に は、反時計回りの 風偏

差が卓越し（図 2d）、南インド洋の高温偏差が持続する（図2

C）。北インド洋の北東風偏差は夏季まで維持され （図 2f）、

北イン ド洋 で高温偏差が広がる（図2e）。これ らの 結果は概

ねDu　et　al．（2009｝の観測データ解析結果と
一

致する。 講演

時には、表層熱収支解析の結果につ いても述べ る。
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Correlation 　with 　Nino3 ．4SST （NDJ ）
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図 1 ：11−1月平均Nino3、4SSTに対する各海域平均海面水温

の ラグ相関 e 細線が COBESST ，太線が 1月末初期値実験

の結果。● ：Nino3、4SST 、
　O ：TIOSST 、十 ：NIOSST 。 縦線

はエ ル ニ ーニ ョ現象ピーク月（DECO ）を示す 。
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図 1は 、エ ル ニ
ー

ニ ョ現象成熟期に あたる 11−1月平均の

Nino3．4 海 域 （19〔）240w，5s−5N ）平 均 海 面 水 温
NH

（Nino3、4SST）に対する各海域平均 の ラグ相関を示す。観
1

：：
測データ（COBE −SST ）で は、　Nino3．4SST 偏差は 、エ ル ニ ’°s

一ニ ョ現象がピークに 達する 12−1月以降は急速 に 下 降し、 蠶

春に は平年並み に戻る（図1細線●）。

一
方 、 TlOSST は 、

エ
、。N

ル ニ ーニ ョ現象が終結した後も高温偏 差が夏まで持続する
2°閲

（図 1細線 O ；Xie　et　al．2008 ）。 北 イン ド洋 （4〔）−100E，
11

：

O−20N ）海面水温（NIOSST ）は、　Nino3．4SST との 相関は冬 飛
に 一度低くなるが、春か ら夏に か けて高い相関となる2つ の　

s°s

ピークを持つ （図1細線＋ ；Du　et　al．2009）。これらTIOSST

や NIOSST の 高温偏差維持の 特徴は、エ ル ニ ーニ ョ現象が

ピー
クとなる1月末初期値の予測実験においても再現される

（図 1太線O と＋）。

4．イン ド洋　　　　　温の　　進行

図2 は、季節予測実験における11−1月平均の Nino3．4SST
に対するイン ド洋海面水温・海面風応力・

風応力curiのラグ
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図 2 ：11−1月平均 Nino3．4SSTに対する（a，　c，　e）イン ド洋海

面水温と（b，d，　f）海面風応 力及び風応力curiの ラグ回帰（季

節予測実験）。 （a，b）2月 、 （c，　d）5月、（e ，　f）7月 。 コ ンター

間隔は海面水温がO．f°C 、風応力curiが 0．5xlOsNlm3。 薄い

（濃い ）陰影部は、95％で有意な正 （負）相関海域を表す。
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